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物
めいぶつぎれ
裂は、茶道のたしなみがある方々には馴染み深

いかもしれません。名物裂とは、掛物の表具や茶
入れなどを入れる仕

し ふ く
覆などにし、茶人が珍重した

中国（元・宋代）渡来の裂
きれ
のことです。フリーア

美術館所蔵の茶壷「千
ち ぐ さ
種」の口

くちおおい
覆である富田金襴

の、黄色味がかった赤色を見た際には、これまで
に未報告の色材が使われているとは思いもよりま
せんでした。赤色の原料となる天然物は世界的に
みても種類がごく限られているからです。その
後、植物の加工方法を変えて色調の変化を観察し
たり、考えられる色材原料として中国や日本に成
育する昆虫や地衣類の色素分析をしましたが、今
のところ富田金襴の色素と特徴が合致する天然物
は見つけられないままでいます。
この民族薬物資料館にその手がかりが見つか

る、というのは虫のいい話かもしれません。しか
しながら最初に申しましたように、生薬と色材は
その起源を一にすることが多いのです。約 3万
点ある資料館の収蔵品を一つ一つ調べていけば、
何か手がかりがつかめないとも限りません。
ちなみに「千種」の口覆と同じ反物から切

り取られた裂は、東京国立博物館と京都国立
博物館に保管され (http://webarchives.tnm.
jp/imgsearch/show/C0002018, http://
syuweb.kyohaku.go.jp/ibmuseum_public/
index.php?app=shiryo&mode=detail&data_
id=5779）、元の反物は加賀前田家によって所有
されていたことが、美術史家の研究で近年明らか
にされています。

民族薬物資料館の特命准教授に着任にあたり
ご挨拶申し上げると共に、生薬と、私がこの 7
年間研究してきました色材との関係について述
べたいと存じます。色材というと、どのような
ものが思い浮かぶでしょうか。紫色、赤色、黄
色の原料である紫根、茜や紅花、黄柏や山梔子な
どは、どれも日本薬局方に収載されている生薬で
す。江戸時代の武士の礼装である裃の染色には、
ヌルデの虫

ちゅうえい
癭（虫こぶのこと）である五

ご ば い し
倍子が用

いられていました。五倍子はお歯黒の原料とし
ても知られていますが、これはタンニンを豊富
に含有する生薬です（ちなみに、和漢医薬学総
合研究所の建物の西側にはヌルデが数本植わっ
ていますが、2018 年 9 月現在虫癭は見あたり
ません）。こちらに着任する直前の勤務先が美術
館の科学分析部だったと言うと、随分と畑違い
のところにいたと思われることが多いのですが、

生薬と色材には
共通する原料植
物が多くあるた
め、その点では
私は美術館での
勤務に違和感は
ありませんでし
た。
１つご紹介し

たい染織品があ
ります。「富田
金襴」という名

着任のご挨拶
特命准教授　毛　利　千　香

ヌルデ （和漢医薬学総合研究所西側）



2　Museum of Materia Medica News Letter Museum of Materia Medica News Letter　3

和漢薬ってこんなに身近にあったんだ！
～生活に溶け込んでいる薬用植物～

ひらめき☆ときめきサイエンスを開催

ヨモギやクズを講義室に持ち込んでの解説、紅
花での染色体験、素材の薬効を学びながらの薬
膳弁当、資料館展示室の見学、漢方薬を構成す
る生薬の鑑別、9種類の生薬から好みで作るブ
レンドティーと、盛りだくさんの内容でしたが、
参加者それぞれが生薬の味や香りを楽しみ、違
いがあることに興味を持ち、またあるときはこ
だわりをもって実習に取り組み、実施者として
とても新鮮に感じました。会が始まるまでは、
生薬に興味を持ってもらえるのか、理解しても
らえるのか、正直なところ心配だったのですが、
会の最後で発表していただいた感想や、実施後
のアンケートからは、参加者それぞれが生薬に
対する知識や理解が深まった様子が見受けられ、
こちらの心配は杞憂であったことがはっきりし
ました。これも本物の生薬が持つ、効能の1つ
かもしれません。写真は、本プログラムで実施
された染色実習、漢方処方の鑑別、展示室見学、
オリジナルブレンドティー作成の様子です。

　活動報告と　ご来館の記録　

平成30年8月4日（土）に、日本学術振興
会からの委託による研究成果の社会還元・普及
事業（ひらめき☆ときめきサイエンス）として、
中学生高校生を対象とした体験プログラム「和
漢薬ってこんなに身近にあったんだ！～生活に
溶け込んでいる薬用植物～」を実施しました。
全国各地から21名の参加があり、生薬の医薬
品としての本来の用途の他、食品や染料などに
も使用される生薬があること、また生薬の原植
物が身近に数多く生育していることを学ぶ良い
機会になったと思います。近郊に生育していた

集合写真

木綿布を紅花抽出液で染色中

展示室にて桂皮の解説を聞く

紅花で染色した木綿布を乾燥

用意されたお茶

漢方薬鑑別中

9種類のお茶を味見し、オリジナルティーを作成
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当館が管理・提供するデータベースの 1つ、
証類本草に関するものをご紹介します。「本草」
とは薬用になる動植鉱物の総称で、前漢末期に
使われ始めた用語と考えられています。「証類本草」は中国で 12世紀に刊行された本草書で、1～
12世紀頃までの中国歴代の本草書の内容を網羅しています。このデータベースでは現在 129品目
の生薬について原文と日本語全訳を公開しています。温故知新と申しますが、本草書の記載文や図
が研究の元となり、新たな発見につながることも多々あります。生薬に関する研究促進が目的のデー
タベースですが、描かれている図を眺めるところからでも、こうした本草書に少しでも多くの方に
慣れ親しんでいただくきっかけになれば、と思っております。秋の夜長に、証類本草から 12世紀
の生薬に思いを馳せてみるのはいかがでしょうか。
https://ethmed.toyama-wakan.net/honzou/　（ユーザー登録が必要です。登録無料。）

来館の記録

証類本草民族薬物資料館が提供
するデータベース

今年 4月から 8月までに、日本国内からは
高校、大学、製薬会社、博物館の関係者、海外
からはベトナム、アメリカ、ミャンマー、中
国などから生薬、薬業の関係者で 500 名を超
えるご来館がありました。

　活動報告と　ご来館の記録　

8 月 6日　優品国草連盟（中国）6月 20日 JICAミャンマー研修団
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富山大学医学薬学祭に合わせ、本資料館では展示室の一般公
開、ならびに特別展、特別講演を開催いたします。特別展示は、
生薬の代表ともいえる人参と甘草について、近年 50年間の生
薬の形態の変化と、それに影響を及ぼした様々な環境の変化に
ついて展示いたします。また、特別講演には（株）栃本天海堂
の山本豊先生をお
招きし、「生薬の
流通の現状と変遷
について」という
演題で午後 1 時
半からご講演いた
だきます。参加申
込は不要、入館無
料です。

富山大学 和漢医薬学総合研究所 民族薬物資料館

Address 〒 930-0194 富山県富山市杉谷 2630
E-mail museum@inm.u-toyama.ac.jp
TEL/FAX 076-434-7150
URL http://www.inm.u-toyama.ac.jp/mmmw/index-j.html

自家用車

バ　　ス

タクシー

北陸自動車道「富山西
IC」から約４分、「小
杉 IC」から約 20分。

富山きときと空港から
富山駅まで約 20 分、
富山駅からバスで約
30分。

富山駅から約 20分。
富山きときと空港から
約 20分。

アクセス

第 33回民族薬物資料館一般公開ご案内　10/21（日）

神
通
川

神
通
川

富山きときと空港富山きときと空港

県立
近代美術館

富山大学
五福キャンパス

富山IC
Ｒ41

Ｒ41

旧Ｒ８
Ｒ８

Ｒ359

ファミリー
パーク

富山西IC富山西IC

あいの風とやま鉄道
JR富山駅

あいの風とやま鉄道
JR富山駅

北陸新幹線

あいの風とやま鉄道

JR
高
山
本
線

富山大学
杉谷キャンパス
富山大学
杉谷キャンパス

P

PP

(m)
1000

イベントニュース


